
         一 般 質 問 通 告 書 

                  平成24年 ２月 １３日 提 出  

議席番号 氏  名 受付番号 嵐山町議会議長 

長島邦夫 様 １３ 渋谷 登美子     印  

下記のとおり質問したいので通告します。 

№ 質問事項 質   問   要   旨 答弁者 
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今後の移動支援

サービスについ
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小型水力発電の 

活用 

 

 

 

 

 

公共施設のＰＰ

Ｓの活用 

 

男女共同参画計

画について 

試行的に実施された７５才以上の方のタクシ

ー券が好評である。が、南北に長い嵐山町に

おいては地域的な課題、７５才以下の人への

対応、一人暮らしの高齢者の増加など解決し

なくてはならない課題がある。 

（１）町が現在把握している移動の課題は。 

（２）市街地、北部、南部で、事情が異なる。

試行的なタクシー券の配布から課題に対応で

きる交通弱者への支援を行うために地域別に

「地域公共交通会議」の立ち上げが必要だが、

考えを聞く 

（３）「埼玉県地域支えあいの仕組み」の補

助事業の活用も含め、移動支援の制度設計に

ついて考え方を聞く。 

 

嵐山町上水道では、幹線の落差が大きいため、

水道管発電の小型水力発電の利用することが

可能である。 

発電量と水道にかかる電力量、対費用効果、 

各戸への配水への影響を調査し、嵐山町独自

の再生可能エネルギーの導入を求める。 

 

嵐山町各公共施設での電力利用を東京電力か

ら、ＰＰＳを活用し、経費節減を求める。 

 

平成２４年度から施行される嵐山町男女共同

参画計画について平成２２年１２月に閣議決

定された第３次男女共同参画計画を嵐山町計

画に反映させるための留意点と課題、嵐山町

の新たな課題について聞く 
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課長 

 



 


